
九重山のボーリングコア 

1. コア掘削概要 

(1) 掘削地点 緯度・経度・標高： 北緯33°06'12.1''，東経131°13'47.0''，標高1281.9m 

住    所： 大分県玖珠郡九重町大字田野字九重山国有林229林班 

気象庁観測点名称： 九重山星生山北山腹 

(2) 掘削深度 100.1m（標高1281.9m～1181.8m） 

(3) 掘削期間 2009年12月14日から2010年2月4日まで 

 

2. 一次記載概要 

(1) 記載者 星住英夫（産総研）・宮縁育夫（熊本大）・川辺禎久（産総研）・ 

小林哲夫（鹿児島大） 

(2) 記載日 2010年7月28日，9月7日 

 

3. 一次記載結果 

ユニット1（深度0～1.40 m）は表土であり，黒ボクと褐色土壌からなる．深度0.30m付近に，

段原スコリア（太田，1991）と思われる黄褐色スコリアが散在する．段原スコリア直下の黒ボ

ク土から4610±120yBPの 14C年代が報告されている（鎌田，1997）． 

ユニット2（深度1.40～6.03 m）は，火山礫凝灰岩-火山角礫岩から構成される．緻密な角閃

石デイサイト角礫と砂質の基質からなる．一部の岩塊は表面が茶褐色に高温酸化する．ジグソ

ー割れ目などは確認できないが，下位の溶岩とは特徴が異なる角礫を主体とすることと，岩塊

に冷却節理が認められないこと，掘削地点が土石流の到達しにくい地形的高まり上に位置する

ことから，岩屑なだれ堆積物である可能性が高い．上部数十 cm は，礫がやや円磨し基質が土

壌質であることから再堆積物（土石流堆積物）とみられる． 

ユニット3（深度6.03～7.00 m）は，やや発泡した灰白デイサイトと緻密な青灰色デイサイト

角礫を含む淘汰の悪い火砕物である．岩相から火砕流堆積物の可能性がある． 

 ユニット4（深度7.00 m～孔底100.00 m）は一枚の厚いデイサイト溶岩からなり，掘削地点

を含む地形的高まりを構成している星生北溶岩（鎌田，1997）であると考えられる．岩石は青

灰色から赤紫灰色の緻密な～わずかに発泡したデイサイトである．上部12mは空隙や割れ目が

多く，溶岩流上面の破砕部に相当する可能性がある．  

 

4. 今回の掘削により得られた知見 

掘削コアの大部分を占める溶岩の上位に，岩屑なだれや火砕流と思われる地層が新たに発見

された．これらは，これまでに報告されていないものであり，九重火山の噴火活動史の上で重

要である．今後野外調査や化学分析などにより，周辺の噴出物との対比をすすめる必要がある． 

 

5. 今後の予定 

(1) 分析 全岩化学分析予定． 

(2) 学会発表等 未定． 

(3) 産総研試料番号 JMA-V39 
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太田岳洋 (1991) 九重火山群，東部及び中部域の形成史．岩鉱，86，243-263. 
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図164．掘削地点（九重山）． 

(a)概況図（国土地理院 20 万分の 1 地勢図を

もとに作成），(b)詳細図（国土地理院「ウォ

ッちず12500」をもとに作成）．○が掘削地点

を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 165．ボーリングコアの柱状図概要（九重

山星生山北山腹）． 

 

(a) 

(b) 

0 54321
(km）

0 500400300200100
(m）

九重山星生山北山腹 

九重山星生山北山腹 

 
九重山

 
325

－ 325 －



JMA-V39 コア柱状図（100分の１縮尺）　　　　No. 1

一次記載柱状図

色調 岩相・構成物

九重山　星生山北山腹
コ

ア
形
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尺
(
m
)

岩種区分 サンプル

柱
状

図

深
度
(
m
) 記載 地質
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ユニット
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成因名

火山噴火予知連絡会コア解析グループ

備考

星住英夫・宮縁育夫・川辺禎久・小林哲夫

図166. 一次記載柱状図(九重山星生山北山腹).
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JMA-V39 コア柱状図（100分の１縮尺）　　　　No. 2

一次記載柱状図

色調 岩相・構成物標
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JMA-V39 コア柱状図（100分の１縮尺）　　　　No.3

一次記載柱状図

色調 岩相・構成物

ユニット

番号コ
ア
形

標
尺
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)
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JMA-V39 コア柱状図（100分の１縮尺）　　　　No.4

一次記載柱状図

色調 岩相・構成物

記載 地質

ユニット

火山噴火予知連絡会コア解析グループ
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m
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図
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ア
形

深
度
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m
)
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九重山　星生山北山腹 星住英夫・宮縁育夫・川辺禎久・小林哲夫
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図167．検層結果（九重山星生山北山腹）．
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阿蘇山のボーリングコア 

1. コア掘削概要 

(1) 掘削地点 緯度・経度・標高： 北緯32°52'49.6''，東経131°04'23.9''，標高1142.6 m 

住    所： 熊本県阿蘇郡南阿蘇村大字中松古坊中 

気象庁観測点名称： 阿蘇山古坊中 

(2) 掘削深度 100 m（標高1142.6～1042.6 m） 

(3) 掘削期間 2009年9月30日から2009年11月26日まで 

 

2. 一次記載概要 

(1) 記載者 宮縁育夫（熊本大学教育学部），星住英夫（産業技術総合研究所）， 

      渡辺一徳（阿蘇火山博物館） 

(2) 記載日 2009年11月12日，2010年1月7日，9月7日 

 

3. 一次記載結果 

全体に8つのユニットに区分することができる． 

ユニット1（深度0〜4.46 m）は，再堆積物を含む降下火山灰累層となっている． 

ユニット2（深度4.46～9.00 m）は黒色の降下スコリア層で，これは約4 cal ka（14C年代の較

正暦年代）に降下した杵島岳スコリアである． 

ユニット3（深度9.00～23.72 m）は，玄武岩質安山岩溶岩（溶岩1）で，最上部に溶岩塊を

含む再堆積物と黒ボク土層・火山灰層を伴う．溶岩1は，黒色～暗灰色の玄武岩質安山岩で，

径数mm以下の斜長石，単斜輝石，斜方輝石斑晶を含み，中岳新期山体溶岩（小野・渡辺，1985）

に対比される． 

ユニット4（深度23.72～31.00 m）は，火山灰層・黒ボク土層とそれらの二次堆積物で構成さ

れている．間に，広域テフラの鬼界アカホヤ火山灰（7.3 cal ka; 町田・新井，2003）を確認する

ことができた． 

ユニット5（深度31.00～76.11 m）には，厚さ40 mを越える玄武岩質安山岩溶岩（溶岩2）

が存在している．径数mm以下の斜長石，単斜輝石と少量のかんらん石を斑晶として含む． 

ユニット6（深度76.11～86.47 m）は，亜円礫～円礫を含む凝灰岩～火山礫凝灰岩であり，大

部分はラハール堆積物と考えられる． 

ユニット7（深度86.47～91.64 m）には，玄武岩質安山岩あるいは安山岩溶岩（溶岩3）が認

められる．径数mm以下の斜長石，単斜輝石，斜方輝石斑晶を含む． 

ユニット8（深度91.64～100.00 m）は，一部がやや成層した降下火山灰層と，その下位の火

山礫凝灰岩およびやや成層した火山灰層から構成される． 

 

4. 今回の掘削により得られた知見 

今回掘削されたボーリングコアでは3枚の溶岩流を確認することができた．鬼界アカホヤ火

山灰より上位の噴出物層序については，掘削地点周辺の現地調査結果と調和的で，最上部の溶

岩（9.68～23.72 m）は中岳新期山体溶岩（小野・渡辺，1985）である．しかしながら，溶岩2

と溶岩3はこれまで地表で確認されていない溶岩である可能性があり，噴出年代等は不明であ
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る．このことは今後，化学分析や新たな現地調査を行うことによって明らかになると考える． 

 

5. 今後の予定 

(1) 分析 溶岩 1 から 2 試料，溶岩 2 から 11 試料，溶岩 3 から 2 試料採取しており，

それらの全岩化学組成を測定する予定である． 

(2) 学会発表等 現段階ではなし 

(3) 産総研試料番号 JMA-V40 

 

引用文献 

小野晃司・渡辺一徳 (1985) 阿蘇火山地質図（5万分の1）．火山地質図4，地質調査所． 

町田 洋・新井房夫 (2003) 新編火山灰アトラス－日本列島とその周辺．東京大学出版会． 
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図168．掘削地点（阿蘇山）． 

(a)概況図（国土地理院 20 万分の 1 地勢図を

もとに作成），(b)詳細図（国土地理院「ウォ

ッちず12500」をもとに作成）．○が掘削地点

を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 169．ボーリングコアの柱状図概要（阿蘇

山古坊中）． 
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図170. 一次記載柱状図(阿蘇山古坊中).
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JMA-V40 コア柱状図（100分の１縮尺）　　　　No. 2

一次記載柱状図

色調 岩相・構成物
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ユニット
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)
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阿蘇山　古坊中 宮縁育夫・星住英夫・渡辺一徳
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JMA-V40 コア柱状図（100分の１縮尺）　　　　No. 3

一次記載柱状図

色調 岩相・構成物
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JMA-V40 コア柱状図（100分の１縮尺）　　　　No. 4

一次記載柱状図

色調 岩相・構成物
成因名
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図171．検層結果（阿蘇山古坊中）．
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雲仙岳のボーリングコア 

1. コア掘削概要 

(1) 掘削地点 緯度・経度・標高： 北緯32°46'18.4''，東経130°17'18.8''，標高833.6m 

住    所： 長崎県島原市三会温泉岳国有林81 

気象庁観測点名称： 雲仙岳国見岳北山腹 

(2) 掘削深度 125.9 m（標高833.6m～707.7 m） 

(3) 掘削期間 2010年1月28日から2010年4月19日まで（0m～100m） 

  2010年8月9日から2010年8月31日（100m～125.9m） 

 

2. 一次記載概要 

(1) 記載者 星住英夫（産総研）・渡辺一徳（阿蘇火山博物館）・宮縁育夫（熊本大） 

(2) 記載日 2010年7月28日，10月7日 

 

3. 一次記載結果 

地表から深度 0.75m までは，埋積土からなる．ユニット 1（深度 0.75～1.80 m）は表土であ

り，黒ボクと褐色土壌からなる． 

ユニット2（深度1.80～85.0 m）は，火山礫凝灰岩-凝灰角礫岩から構成される．青灰-赤紫色

の安山岩礫と同質の砂質の基質からなる．安山岩礫は，角礫-亜角礫で単源．径 8mm 以下の斜

長石及び普通角閃石斑晶を含む．しばしば，径8cm以下の暗色包有物が認められる．基質はや

や細粒物に乏しい．数mごとの複数のユニットから構成され，しばしばユニット上部に淘汰の

良い砂層（凝灰岩）を伴う．最上部付近（2.75～3.00m）に土壌を挟む．岩相から火砕流

（block-and-ash flow）の二次堆積物（土石流堆積物）の可能性が高い． 

ユニット3（深度85.00～112.12 m）は，火山礫凝灰岩-凝灰角礫岩から構成される．緻密な安

山岩礫と同質の砂質基質からなる．安山岩礫は，青灰色，一部赤紫色の角礫-亜角礫で単源．径

8mm以下の斜長石及び普通角閃石斑晶を含む．基質は比較的細粒物に富む．複数のユニットか

ら構成され，岩相から火砕流（block-and-ash flow）と考えられる． 

 ユニット4（深度112.12 m～孔底125.90 m）は，火山礫凝灰岩-凝灰角礫岩から構成される．

やや発泡した安山岩（～デイサイト）礫と同質の基質からなる．しばしば緻密な黒色岩片を伴

う．径 8mm 以下の斜長石及び普通角閃石斑晶を含む．基質は比較的細粒物に富む．複数のユ

ニットから構成され，岩相から火砕流（block-and-ash flow）と考えられる． 

 

4. 今回の掘削により得られた知見 

掘削コアはすべて火砕流やその二次堆積物である土石流から構成されている．今回の掘削地

点は，雲仙科学掘削のUSDP-4 地点近くであり，地表付近の地質及び，雲仙科学掘削の成果か

ら，新期雲仙火山噴出物と見られる． 

 

5. 今後の予定 

(1) 分析 全岩化学分析予定． 

(2) 学会発表等 未定． 
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(3) 産総研試料番号 JMA-V41 
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図172．掘削地点（雲仙岳）． 

(a)概況図（国土地理院 20 万分の 1 地勢図を

もとに作成），(b)詳細図（国土地理院「ウォ

ッちず12500」をもとに作成）．○が掘削地点

を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 173．ボーリングコアの柱状図概要（雲仙

岳国見岳北山腹）．

(a) 

(b) 
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JMA-V41 コア柱状図（100分の１縮尺）　　　　No. 1

一次記載柱状図

雲仙岳　国見岳北山腹

色調 岩相・構成物

1

青灰-赤紫色の安山岩礫と同質の砂質の基
質からなる．安山岩礫は，角礫-亜角礫で単
源．径8mm以下の斜長石及び普通角閃石
斑晶を含む．しばしば，径8cm以下の暗色包
有物が認められる．基質はやや細粒物に乏
しい．数mごとの複数のユニットから構成さ
れ，しばしばユニット上部に淘汰の良い砂層
(凝灰岩)を伴う．
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図174. 一次記載柱状図(雲仙岳国見岳北山腹).
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JMA-V41 コア柱状図（100分の１縮尺）　　　　No. 2

一次記載柱状図

雲仙岳　国見岳北山腹

色調 岩相・構成物
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JMA-V41 コア柱状図（100分の１縮尺）　　　　No. 3

一次記載柱状図

雲仙雲仙岳　国見岳北山腹

色調 岩相・構成物
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JMA-V41 コア柱状図（100分の１縮尺）　　　　No. 4

一次記載柱状図

雲仙岳　国見岳北山腹

色調 岩相・構成物
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粒物に富む．複数のユニットから構成され
る．
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JMA-V41 コア柱状図（100分の１縮尺）　　　　No. 5

一次記載柱状図

雲仙岳　国見岳北山腹

色調 岩相・構成物
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JMA-V41 コア柱状図（100分の１縮尺）　　　　No. 6

一次記載柱状図

雲仙岳　国見岳北山腹

色調 岩相・構成物
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図175．検層結果（雲仙岳国見岳北山腹）．
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霧島山のボーリングコア 

1. コア掘削概要 

(1) 掘削地点 緯度・経度・標高： 北緯31°53'11.4''，東経130°53'48.9''，標高972.2m 

住    所： 鹿児島県霧島市霧島田口 

気象庁観測点名称： 霧島山高千穂河原 

(2) 掘削深度 101.0m（標高972.2m～871.2m） 

(3) 掘削期間 2009年12月19日から2010年2月1日まで 

 

2. 一次記載概要 

(1) 記載者 下司信夫（産業技術総合研究所），小林哲夫（鹿児島大学） 

(2) 記載日 2010 年8 月2日～5日 

 

3. 一次記載結果 

地表面から4.80mまでは，様々な種類のラピリーサイズの礫を含む砂礫層からなる．4.80mから

7.50mまでは，黄灰色を呈する軽石が主体の降下軽石及びその再堆積物からなり，噴出物の特徴

から新燃岳の享保軽石（1716-1717年噴火の噴出物）と判断できる．7.50mから15.05ｍまでは，降

下火砕物およびその堆積物（火山礫凝灰岩，凝灰角礫岩，火山角礫岩等）であり，御鉢火山のブ

ルカノ式噴火によるテフラ起源と推定される．15.05ｍから18.10mはスコリア流堆積物（スコリア

質凝灰角礫岩および火山角礫岩）であり，下部は暗黒色であるが，中・上部は赤色に酸化してい

る．御鉢火山から1235年に噴出した高原スコリアに伴う火砕流堆積物である．その下位の18.10m

～18.50mは火山砂層であり，18.50m～19.10mはスコリア質凝灰角礫岩であり，御鉢火山で788年

に噴出した片添スコリア層と推定される． 

それより下位（19.10m～33.00m）は溶岩ブロックと火山砂が混在した産状を示し，溶岩流の先

端付近に崩落・集積したテーラス堆積物と推定される．下位にくる溶岩と外見が類似している．

33.00m～42.50mはやや発泡した塊状溶岩からなり，その下位の42.50m～44.80mは塊状溶岩ブロッ

クと間隙を充填する火山砂・礫からなる．44.80m～65.15mは塊状溶岩とその自破砕部が何回も繰

り返しているが，1枚の溶岩と判断される．33.00m以深では，42.50m～44.80m部分が2つの溶岩流

の境界をなしていると推定される．この2つの溶岩は野外での産状から中岳起源の溶岩流と判断

できる． 

65.15m～70.60mは主にテフラ層からなる．上部の65.15m～66.30mは褐色スコリアと火山砂の薄

互層であり，66.30m～67.15mは火山砂層である．その下位（67.15m～69.40m）は青灰色をなす火

山砂層（牛のすね火山灰層）であり，68m付近に層厚20cmのアカホヤ火山灰を挟在する．この部

分を構成する褐色スコリア層から牛のすね火山灰層までは，高千穂峰火山起源である．その下位

の69.40m～69.80mは黒色の腐植土層であり，69.80m～70.60mは再び火山砂層となっている．それ

以深は孔底の100.00mまでやや発泡した安山岩質の溶岩からなる．給源としては高千穂峰と新燃

岳が考えられるが，岩質から新燃岳起源の可能性が大である． 

 

 

 

 
霧島山

 
349

－ 349 －



4. 今回の掘削により得られた知見 

野外調査で知られていた新燃岳の享保軽石（1716-1717年），御鉢のスコリア流堆積物（1235

年），高千穂峰のスコリア・火山砂層と挟在するアカホヤ火山灰（7.3 ka）等のテフラ層が識別で

きた．テフラ層序からアカホヤ火山灰の上位の溶岩は中岳溶岩と判断されたが，その下位の溶岩

については高千穂峰か新燃岳かを特定することはできなかった．化学組成で両者の識別が可能に

なると考えている．  

 

5. 今後の予定 

(1) 分析 未定 

(2) 学会発表等 未定 

(3) 産総研試料番号 JMA-V42 
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図176．掘削地点（霧島山）． 

(a)概況図（国土地理院 20 万分の 1 地勢図を

もとに作成），(b)詳細図（国土地理院「ウォ

ッちず12500」をもとに作成）．○が掘削地点

を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 177．ボーリングコアの柱状図概要（霧島

山高千穂河原）． 
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JMA-V42 1

図178. 一次記載柱状図(霧島山高千穂河原).
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JMA-V42 2

 
図3. 一次記載柱状図（霧島山）.
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JMA-V42 3

 
図3. 一次記載柱状図（霧島山）.
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JMA-V42 4

 
図3. 一次記載柱状図（霧島山）.
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桜島のボーリングコア 

I. 黒神瀬戸コア 

1. コア掘削概要 

(1) 掘削地点 緯度・経度・標高： 北緯31°34'13.7''，東経130°42'27.1''，標高50.3m 

住    所： 鹿児島県鹿児島市黒神町大字瀬戸 

気象庁観測点名称： 桜島黒神瀬戸 

(2) 掘削深度 100.0m（標高50.3m～－49.7m） 

(3) 掘削期間 2009年9月28日から2009年10月28日まで 

 

2. 一次記載概要 

(1) 記載者 山元孝広（産業技術総合研究所）・小林哲夫（鹿児島大学） 

(2) 記載日 2010年8月30日 

 

3. 一次記載結果 

地表面から深度2.80mまでは，土石流・高密度洪水流堆積物などの砂礫からなる． 

深度2.80mから5.15mまでは，多孔質の安山岩溶岩（大正溶岩）からなる． 

深度5.15mから8.02mまでは，淘汰の良い軽石火山礫からなる．コアは角礫状で，回収率も

悪いため単層境界は確認できないが，おそらく大正噴火と安永噴火の2層の降下軽石層であろ

う． 

深度8.02mから8.32mまでは，砂質土壌からなる． 

深度8.32mから孔底の100.00mまでは，安山岩溶岩（長崎鼻溶岩）からなる．間に自破砕溶岩

を挟み複数のユニットに分けられるが，孔底の岩石の化学組成（SiO2=62.00 wt%）はこれまで

に報告されている長崎鼻溶岩の組成と一致し，全て同一の溶岩流と判断される． 

 

4. 今回の掘削により得られた知見 

今回の掘削地点近傍の京大黒神観測井では，深度4.9mから104.6mに長崎鼻溶岩が確認され

ている（宇都・他，1999）．今回の掘削はこの層序をほぼ再確認したもので，新たな知見は特に

ない． 

 

5. 今後の予定 

(1) 分析 溶岩流の全岩化学組成分析を実施済み． 

(2) 学会発表等 未定． 

(3) 産総研試料番号 JMA-V43 
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II. 横山コア 

1. コア掘削概要 

(1) 掘削地点 緯度・経度・標高： 北緯31°35'27.9''，東経130°36'43.1''，標高40.5m 

住    所： 鹿児島県鹿児島市横山町804 

気象庁観測点名称： 桜島横山 

(2) 掘削深度 100.6m（標高40.5m～－60.1m） 

(3) 掘削期間 2009年9月22日から2009年11月23日まで 

 

2. 一次記載概要 

(1) 記載者 山元孝広・斎藤元治（産業技術総合研究所）・小林哲夫（鹿児島大学） 

(2) 記載日 2010年8月25日 

 

3. 一次記載結果 

地表面から深度1.30mまでは，大正軽石を含む淘汰の悪い砂質火山灰からなる． 

深度 1.30m から 49.60m までは，土石流・高密度洪水流堆積物からなる北岳の扇状地堆積物

である． 

深度49.60mから59.60mまでは，固結度の低い砂・礫互層からなる．鹿児島湾底の海成層と

みられる． 

深度59.60mから69.34mまでは，水底定置の火砕流堆積物と見られる軽石火山礫凝灰岩～凝

灰角礫岩（PF01）からなる．軽石と石質岩片の分離が顕著な密度級化が確認できる．軽石の化

学組成（SiO2=65.2-65.9 wt%）は北岳溶岩の組成範囲内にあり，北岳形成初期の火山噴出物と見

られる．このユニットの基底部には温泉変質が認められる． 

深度69.34mから70.23mまでは，固結度の低い砂層からなる． 

深度70.23mから73.22mまでは，円摩された軽石を含む再堆積した火山細屑物（PF02）から

なり，高密度洪水流もしくは高密度タービダイトとみられる．含まれる円磨軽石はTiO2濃度が

桜島の溶岩・軽石のよりも明らかに低く，基盤の火砕物に由来すると考えられる． 

深度73.22mから81.33mまでは，灰色～暗灰色軽石を含む火山礫凝灰岩・凝灰岩互層（PF03）

からなる火砕流堆積物である．結晶片に富む基質の火山灰は良く固結し，軽石には扁平化が認

められ，部分的に弱溶結している．軽石の組成（SiO2=67.8-68.1wt%）は桜島の溶岩・軽石から

はずれ，特にMgO・TiO2濃度が低い．  

 深度 81.33m から孔底の 100.60m までは，白色軽石に富む火山礫凝灰岩・石質岩片に富む火

山礫凝灰岩の互層（PF04）からなる火砕流堆積物である．軽石の色調は PF03 と異なるものの

その化学組成（SiO2=68.2-69.2wt%）は主成分で連続し，微量成分では同一である．PF04とPF03

は一連の噴火の産物で，本質物の組成変化を示している可能性が大きい． 

 

4. 今回の掘削により得られた知見 

掘削地点の西にある袴越の火砕流堆積物は桜島火山の直接の基盤である（福山，1978）．今回

の掘削で得られた深度 70.23m 以深の堆積物中の軽石はいずれも，桜島火山の溶岩・軽石の組

成範囲（宇都・他，2005）から外れており，袴越の火砕流堆積物と同様に基盤の火砕岩と見ら

れる．桜島火山ではP14からP1の大規模軽石噴火が起きている（Okuno et al., 1998）．深度59.60m
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から 69.34m の火砕流堆積物は，このうち比較的下位の軽石噴火のいずれかに伴う噴出物であ

る可能性が大きい． 

 

5. 今後の予定 

(1) 分析 軽石の全岩化学組成分析を実施済み． 

(2) 学会発表等 未定． 

(3) 産総研試料番号 JMA-V44 

 

 

III. 二俣あみだ川コア 

1. コア掘削概要 

(1) 掘削地点 緯度・経度・標高： 北緯31°36'16.7''，東経130°39'53.8''，標高399.5m 

住    所： 鹿児島県鹿児島市二俣あみだ川第1支流 

気象庁観測点名称： 桜島二俣あみだ川 

(2) 掘削深度 100.6m（標高399.5m～298.9m） 

(3) 掘削期間 2009年10月10日から2009年11月19日まで 

 

2. 一次記載概要 

(1) 記載者 山元孝広（産業技術総合研究所）・小林哲夫（鹿児島大学） 

(2) 記載日 2010年8月26日 

 

3. 一次記載結果 

地表面から深度1.05mまでは，土石流・高密度洪水流堆積物などの砂礫からなる． 

深度1.05mから1.50mまでは，大正噴火の降下軽石堆積物で，淘汰の良い軽石火山礫からな

る． 

深度1.50mから1.65mまでは，砂質土壌からなる． 

深度 1.65m から 18.56m までは，文明噴火の噴出物で，淘汰の良い軽石火山礫～火山岩塊と

淘汰が悪く一部溶結した軽石火山礫凝灰岩～凝灰角礫岩の互層からなる．前者は文明噴火の降

下軽石堆積物，後者は火砕流堆積物であろう． 

深度18.56mから18.89mまでは，砂質土壌からなる． 

 深度18.89mから23.62mまでは，不明瞭な成層構造を持つ細粒～中粒火山灰からなる．本堆

積物は南岳火山砂層に相当し，南岳形成初期のブルカニアン噴火によって形成された風成堆積

物である． 

深度23.62mから28.27mまでは，結晶片に富む中粒～粗粒火山灰に径2cm以下の軽石を含む

塊状の火山礫凝灰岩からなり，武火砕流堆積物に相当する． 

 深度 28.27m から孔底の 100.60m までは，北岳火山のデイサイト溶岩からなる．間に自破砕

溶岩を挟み2つのユニットに分けられるが，上下の塊状溶岩の化学組成（SiO2=64.0 wt%）はほ

とんど一致しており，一連の噴火活動の産物と見られる． 
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4. 今回の掘削により得られた知見 

下位から北岳火山溶岩流，武火砕流，南岳火山砂層，文明軽石，大正軽石からなる層序は，

北岳北斜面の地表露頭で観察される層序（Kobayashi et al., 1988）と基本的に同じものである． 

 

5. 今後の予定 

(1) 分析 溶岩流の全岩化学組成分析を実施済み． 

(2) 学会発表等 未定． 

(3) 産総研試料番号 JMA-V45 
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図180．掘削地点（桜島）． 

(a)概況図（国土地理院 20 万分の 1 地勢図を

もとに作成），(b)詳細図（国土地理院「ウォ

ッちず12500」をもとに作成）．○が掘削地点

を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 181．ボーリングコアの柱状図概要（桜島

黒神瀬戸）． 
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図 182．ボーリングコアの柱状図概要（桜島

横山）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 183．ボーリングコアの柱状図概要（桜島

二俣あみだ川）． 
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次記載柱状図 火山噴火予知連絡会 ア解析グル プ一次記載柱状図 火山噴火予知連絡会コア解析グループ

桜島 黒神瀬戸 山元孝広 小林哲夫桜島　黒神瀬戸 JMA-V43 No. 1 山元孝広・小林哲夫
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図184. 一次記載柱状図(桜島黒神瀬戸).
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次記載柱状図 火山噴火予知連絡会コア解析グル プ一次記載柱状図 火山噴火予知連絡会コア解析グループ

桜島 黒神瀬戸 JMA V43 N  2 山元孝広 小林哲夫桜島　黒神瀬戸 JMA-V43 No. 2 山元孝広・小林哲夫
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次記載柱状図 火山噴火予知連絡会コア解析グル プ一次記載柱状図 火山噴火予知連絡会コア解析グループ

桜島 黒神瀬戸 JMA V43 N  3 山元孝広 小林哲夫桜島　黒神瀬戸 JMA-V43 No. 3 山元孝広・小林哲夫
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一次記載柱状図 火山噴火予知連絡会コア解析グループ次記載柱状図 火山噴火予知連絡会 ア解析グル プ
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次記載柱状図 火山噴火予知連絡会 ア解析グル プ一次記載柱状図 火山噴火予知連絡会コア解析グループ
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基質支持で淘汰の悪い塊状の凝灰角礫岩 灰〜暗

礫岩 弱く固結する．

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

灰

基質支持で淘汰の悪い塊状の凝灰角礫岩．灰〜暗
灰色の安山岩岩片を含む．亜角〜亜円礫．礫径は

凝灰角礫岩 土石流堆積物15

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

15 40

灰
灰色 安山岩岩片を含む 亜角 亜円礫 礫径は
23cm以下．基質は淘汰の悪い中粒〜粗粒砂サイズ
の火山灰で 弱く固結する

凝灰角礫岩 土石流堆積物15

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

15.40 の火山灰で，弱く固結する．

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

粗く成層した中粒 極粗粒砂岩 深度16 3

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

中粒砂岩〜極
高密度洪水流堆積物 灰

粗く成層した中粒ー極粗粒砂岩．深度16.3-
16 4mに径14cmの礫を含む コアは弱く固

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

中粒砂岩 極
粗粒砂岩

高密度洪水流堆積物 灰 16.4mに径14cmの礫を含む．コアは弱く固
結する

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

16 90

結する．

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

16.90

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

岩片支持で火山灰基質を持つ塊状の

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

岩片支持で火山灰基質を持つ塊状の
凝灰角礫岩 灰色の安山岩岩片を含

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

凝灰角礫岩．灰色の安山岩岩片を含
む．亜角〜亜円礫．礫径は15cm以下．

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

凝灰角礫岩 土石流堆積物 灰
む．亜角 亜円礫．礫径は15cm以下．
火山礫サイズの円磨された赤褐色の安

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

凝灰角礫岩 土石流堆積物 灰 火山礫サイズの円磨された赤褐色の安
山岩をまばらに含む．基質は淘汰の悪

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

山岩をまばらに含む．基質は淘汰の悪
い中粒〜粗粒砂サイズの火山灰で，弱

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

中粒 粗粒砂 火 灰 ，
く固結する．

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

19.50
中粒砂岩 極粗粒 粗く成層 た中粒 極粗粒砂岩 細礫混じり は弱く固

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

19.90
中粒砂岩〜極粗粒

砂岩
灰高密度洪水流堆積物 粗く成層した中粒ー極粗粒砂岩．細礫混じり．コアは弱く固

結する

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

19.90
20

砂岩
灰高密度洪 流堆積物 結する．

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

岩片支持で火山灰基質を持つ塊状の

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

凝灰角礫岩．灰色の安山岩岩片を含
む 亜角 亜円礫 礫径は 以

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

凝灰角礫岩 土石流堆積物 灰
む．亜角〜亜円礫．礫径は26cm以下．
火山礫サイズの円磨された赤褐色の安

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

凝灰角礫岩 土石流堆積物 灰 火山礫サイズの円磨された赤褐色の安
山岩をまばらに含む 基質は淘汰の悪

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

山岩をまばらに含む．基質は淘汰の悪
い中粒〜粗粒砂サイズの火山灰で 弱

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

い中粒〜粗粒砂サイズの火山灰で，弱
く固結する

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

く固結する．
22 40

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

22.40

粗く成層した極粗粒砂岩〜細礫岩 コアは極粗粒砂岩〜

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

23 10
灰

粗く成層した極粗粒砂岩〜細礫岩．コアは
弱く固結する

極粗粒砂岩〜
細礫岩

高密度洪水流堆積物

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

23.10 弱く固結する．

岩片支持で火山灰基質を持つ塊状の凝灰角礫

細礫岩

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

岩片支持で火山灰基質を持つ塊状の凝灰角礫
岩 灰色の安山岩岩片を含む 亜角〜亜円礫

凝灰角礫岩 土 流堆積物 灰

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

岩．灰色の安山岩岩片を含む．亜角〜亜円礫．
礫径は11cm以下．基質は淘汰の悪い中粒〜粗凝灰角礫岩 土石流堆積物 灰

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

24.20
礫径は11cm以下．基質は淘汰の悪い中粒 粗
粒砂サイズの火山灰で，弱く固結する．

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

24.20

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

25
灰褐

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

25

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

図185. 一次記載柱状図(桜島横山).
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次記載柱状図 火山噴火予知連絡会コア解析グル プ一次記載柱状図 火山噴火予知連絡会コア解析グループ

桜島 横山 JMA V44 N  2 山元孝広 小林哲夫 斎藤元治桜島　横山 JMA-V44 No. 2 山元孝広・小林哲夫・斎藤元治
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形 地質 ユ記載

尺
(m

状
図 ア
形
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度 m
)

岩種区分 成因名
地質
ユ

ユ
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尺

柱
状 コ
ア

深 (m 岩種区分 成因名 ユ
ニット

ニット
番号

サンプル 備考
色調 岩相 構成物標 柱 ニット 番号

2525

灰灰

粗く成層した中粒 極粗粒砂岩 深度粗く成層した中粒ー極粗粒砂岩．深度
26 30-26 45mに径15cmの礫を含む コ

中粒砂岩〜極
高密度洪水流堆積 26.30-26.45mに径15cmの礫を含む．コ

アは弱く固結するが 部分的に破砕して

中粒砂岩 極
粗粒砂岩（礫

高密度洪水流堆積
物 アは弱く固結するが，部分的に破砕して

おり コアの回収率悪い
伴う）

物
おり，コアの回収率悪い．

暗灰暗灰

24 2024.20
30

基質支持で淘汰の悪い塊状の凝灰角
30

基質支持で淘汰の悪い塊状の凝灰角
礫岩 灰〜暗灰色の安山岩岩片を含

30 85 暗灰
礫岩．灰〜暗灰色の安山岩岩片を含
む 亜角〜亜円礫 礫径は16cm以下凝灰角礫岩 土石流堆積物30.85 暗灰 む．亜角〜亜円礫．礫径は16cm以下．
基質は淘汰の悪い中粒〜粗粒砂サイ

凝灰角礫岩 土石流堆積物

31 45

基質は淘汰の悪い中粒〜粗粒砂サイ
ズの火山灰で 弱く固結する31 00

31.45 ズの火山灰で，弱く固結する．

黄褐灰 平行層理を持つ中粒砂岩 個結度低い31 70 中粒砂岩
32.00

黄褐灰 平行層理を持つ中粒砂岩．個結度低い
粗く成層した中粒ー極粗粒砂岩．コアは弱く固結する．

31 70 中粒砂岩
中粒砂岩〜極粗粒 高密度洪水流堆積物 暗褐32.00 粗く成層した中粒 極粗粒砂岩．コアは弱く固結する．中粒砂岩 極粗粒

砂岩
高密度洪水流堆積物 暗褐

基質支持で淘汰の悪い塊状の凝灰角礫岩 灰

凝灰角礫岩 土石流堆積物 暗灰

基質支持で淘汰の悪い塊状の凝灰角礫岩．灰
〜暗灰色の安山岩岩片を含む．亜角〜亜円

凝灰角礫岩 土石流堆積物 暗灰
〜暗灰色の安山岩岩片を含む．亜角〜亜円
礫．礫径は16cm以下．基質は淘汰の悪い中粒

ズ32.00

礫 礫径 以 質 淘汰 中粒
〜粗粒砂サイズの火山灰で，弱く固結する．32.00

岩片支持で火山灰基質を持つ塊状の

35
凝灰角礫岩．灰〜暗灰色の安山岩岩
片を含む 亜角 亜円礫 礫径は35

凝灰角礫岩 土石流堆積物 暗灰
片を含む．亜角〜亜円礫．礫径は35cm
以下 基質は淘汰の悪い中粒 粗粒砂

凝灰角礫岩 土石流堆積物 暗灰
以下．基質は淘汰の悪い中粒〜粗粒砂
サイズの火山灰で 弱く固結する 最上サイズの火山灰で，弱く固結する．最上
部にスライム部にスライム

北北
岳
北
岳
扇

37 30

北
岳
扇
状37.30

37 63 粗く成層した中粒ー極粗粒砂岩 細礫混じり コアは弱く固結する中粒砂岩〜極粗粒 高密度洪水流堆積物 暗灰

北
岳
扇
状
地37.63 粗く成層した中粒ー極粗粒砂岩．細礫混じり．コアは弱く固結する．中粒砂岩〜極粗粒

砂岩
高密度洪水流堆積物 暗灰

基質支持で淘汰の悪い塊状の凝灰角礫岩 灰〜暗灰色の安山岩岩

北
岳
扇
状
地
堆

38 30
凝灰角礫岩 土石流堆積物 灰

基質支持で淘汰の悪い塊状の凝灰角礫岩．灰〜暗灰色の安山岩岩
片を含む．亜角〜亜円礫．礫径は8cm以下．基質は淘汰の悪い中粒

粗粒砂サイズの火山灰で 弱く固結する

北
岳
扇
状
地
堆
積38.30

凝灰角礫岩 石流堆積物 灰
〜粗粒砂サイズの火山灰で，弱く固結する．

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

粗く成層 た中粒 極粗粒砂岩中粒砂岩 極

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

粗く成層した中粒ー極粗粒砂岩．6cm
の礫をまばらに含む アは弱く固結す

中粒砂岩〜極
粗粒砂岩（礫

高密度洪水流堆積 黄褐

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

の礫をまばらに含む．コアは弱く固結す
るが 部分的に破砕している

粗粒砂岩（礫
伴う）

高密度洪水流堆積
物

黄褐
灰

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

るが，部分的に破砕している．伴う）
物 灰

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

39.90
40

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

40
基質支持で淘汰の悪い塊状の凝灰角礫岩．灰

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

基質支持で淘汰の悪い塊状の凝灰角礫岩．灰
〜暗灰色の安山岩岩片を含む．亜角〜亜円
礫 礫径は11 以下 火山礫サイズの円磨さ

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

礫．礫径は11cm以下．火山礫サイズの円磨さ
れた赤褐色の安山岩をまばらに含む 基質は凝灰角礫岩 土石流堆積物 暗灰

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

れた赤褐色の安山岩をまばらに含む．基質は
淘汰の悪い中粒〜粗粒砂サイズの火山灰で，

凝灰角礫岩 土石流堆積物 暗灰

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

41 60

淘汰の悪い中粒 粗粒砂サイズの火山灰で，
弱く固結する．

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

41.60

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

中粒砂岩〜細
粗く成層した中粒砂岩ー細礫岩．コアは弱

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

中粒砂岩〜細
礫岩

高密度洪水流堆積物 褐灰
粗く成層 中粒砂岩 細礫岩 ア 弱
く固結する．最上部にスライム．

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

42 90

礫岩

基質支持で淘汰の悪い塊状の凝灰角礫岩 灰色の安山岩岩片を含

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

42.90 基質支持で淘汰の悪い塊状の凝灰角礫岩．灰色の安山岩岩片を含
む．亜角〜亜円礫．礫径は10cm以下．基質は淘汰の悪い中粒〜粗

凝灰角礫岩 暗灰土石流堆積物

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

む．亜角 亜円礫．礫径は10cm以下．基質は淘汰の悪い中粒 粗
粒砂サイズの火山灰で，弱く固結する．凝灰角礫岩 暗灰土石流堆積物43.30

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

粗く成層した中粒砂岩ー細礫岩．コアは弱中粒砂岩〜細
高密度洪水流堆積物 褐灰

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

粗く成層した中粒砂岩 細礫岩 アは弱
く固結する．

中粒砂岩 細
礫岩

高密度洪水流堆積物 褐灰
43.95

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

43.95

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

基質支持で淘汰の悪い塊状の凝灰角礫岩．灰
暗灰色の安山岩岩片を含む 亜角 亜円

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

角礫 流堆積物

〜暗灰色の安山岩岩片を含む．亜角〜亜円
礫 礫径は11cm以下 火山礫サイズの円磨さ

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

45 凝灰角礫岩 土石流堆積物 灰
礫．礫径は11cm以下．火山礫サイズの円磨さ
れた赤褐色の安山岩をまばらに含む．基質は

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

れた赤褐色の安山岩をまばらに含む．基質は
淘汰の悪い中粒〜粗粒砂サイズの火山灰で，

結す 部 挟

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

46 00
弱く固結する．中下部にスライム挟む．

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

46.00

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

砂礫 土石流堆積物？ 暗灰
角礫状のコア．基質は流失し，暗灰色

安山岩岩片を含む

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

砂礫 土石流堆積物？ 暗灰
の安山岩岩片を含む．

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

48.00

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

48.00

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

砂礫 土石流堆積物？ 緑灰
角礫状のコア．基質は流失し，緑灰色

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

砂礫 土石流堆積物？ 緑灰
角礫状のコア．基質は流失し，緑灰色
の安山岩岩片を含む．

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

安 岩岩片を含

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

49.50 細礫 暗灰色安山岩の細礫．下位のシルトに対し，礫が沈
降している

暗灰

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

50 49 60

細礫
降している．

暗灰

シルト 褐灰 塊状シルト コアの固結度低く 指圧で変形

北
岳
扇
状
地
堆
積
物

50 49.60 シルト 褐灰 塊状シルト．コアの固結度低く，指圧で変形

北
岳
扇
状
地
堆
積
物
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次記載柱状図 火山噴火予知連絡会コア解析グル プ一次記載柱状図 火山噴火予知連絡会コア解析グループ

桜島 横山 JMA V44 N  3 山元孝広 小林哲夫 斎藤元治桜島　横山 JMA-V44 No. 3 山元孝広・小林哲夫・斎藤元治

記載m
)

図

形 地質 ユ記載
サンプル 備考尺

(m

状
図 ア
形

深
度 m
)

岩種区分 成因名
地質
ユ

ユ
ニット

色調 岩相・構成物
サンプル 備考

標
尺

柱
状 コ
ア

深 (m 岩種区分 成因名 ユ
ニット

ニット
番号色調 岩相 構成物

50 48 00

標 柱 ニット 番号
灰

50 63
50

中粒砂 暗灰 塊状の中粒砂 未固結
48 00 灰

50.63
中礫 暗灰 岩片支持で 中粒砂基質を持つ中礫

中粒砂 暗灰 塊状の中粒砂．未固結

50.70 中礫 暗灰 岩片支持で，中粒砂基質を持つ中礫．

塊状の中粒砂．未固結中粒砂 暗灰
51.70

塊状の中粒砂．未固結中粒砂 暗灰
51.70
52.03 中礫 暗灰 細粒砂基質に円磨軽石中礫を含む．未固結．中礫 暗灰

中粒砂 暗灰 塊状 中粒砂 未固結
52 75

中粒砂 暗灰 塊状の中粒砂．未固結
52.75

中礫 暗灰 岩片支持で 逆級化した中礫 最大径752.85 中礫 暗灰 岩片支持で，逆級化した中礫．最大径7cm

中粒砂〜細礫 褐灰
粗く成層した中粒砂ー細礫．1.5cm以下の

磨軽 礫をまばら 含む 未固結53.85
中粒砂〜細礫 褐灰

円磨軽石礫をまばらに含む．未固結．53.85

54 25 粗粒砂 暗灰 塊状の粗粒砂 未固結54.25 粗粒砂 暗灰 塊状の粗粒砂．未固結

塊状の粗粒砂で 円磨した軽石礫を含む粗粒砂 暗褐54.80
塊状の粗粒砂で，円磨した軽石礫を含む．
未固結．

粗粒砂 暗褐54.80

55
未固結．

55 60

55
粗粒砂 褐灰 塊状の粗粒砂．未固結

55.60
塊状の粗粒砂で 径2 以下の円磨安山岩礫を含粗粒砂 暗55.95
塊状の粗粒砂で，径2cm以下の円磨安山岩礫を含
む．未固結．

粗粒砂 暗灰

56.30
む．未固結．

中粒砂 暗灰 塊状の中粒砂．未固結砂 暗 砂

粗粒砂 褐灰
塊状の粗粒砂で，径1.5cm以下の円磨

57.00
粗粒砂 褐灰

塊状の粗粒砂で，径1.5cm以下の円磨
安山岩礫を含む．未固結．57.00

57 42 塊状の中粒砂 未固結

安山岩礫を含む 未固結

中粒砂 暗灰57.42
57 55

塊状の中粒砂．未固結
細礫 暗灰

中粒砂 暗灰
安山岩細礫 未固結57.55 細礫 暗灰 安山岩細礫．未固結．

粗粒砂 褐灰 塊状の粗粒砂 未固結58.12 粗粒砂 褐灰 塊状の粗粒砂．未固結．

灰
粗く成層した中粒砂ー細礫．1.5cm以下

中粒砂〜細礫
58.76

灰
の円磨軽石礫を含む．弱く固結．

中粒砂〜細礫
58.76

59 30 中礫 明灰
岩片支持で極粗粒砂の基質を持つ中礫．多色の円磨軽石
礫からなる 弱く固結するが 部 ア破砕

59 60
59.30 中礫 明灰 礫からなる．弱く固結するが，一部コア破砕

塊状の極粗粒砂で 径 以下の円磨軽石礫を含む 弱く固結極粗粒砂 暗灰59.60 塊状の極粗粒砂で，径1.2cm以下の円磨軽石礫を含む．弱く固結．極粗粒砂 暗灰

60 岩片支持で火山灰基質を持つ塊状の火山60

軽石火山礫凝

岩片支持で火山灰基質を持つ塊状の火山
礫凝灰岩〜凝灰角礫岩．やや円磨した白

軽石火山礫凝
灰岩 凝灰角 火砕流堆積物 褐灰

礫凝灰岩 凝灰角礫岩 磨
色〜桃色軽石を多く含む．軽石径は12cm
以下 基質は結晶片に富む中粒 粗粒砂灰岩〜凝灰角

礫岩
火砕流堆積物 褐灰 以下．基質は結晶片に富む中粒〜粗粒砂

サイズの火山灰で 弱く固結する 最下部礫岩 サイズの火山灰で，弱く固結する．最下部
45cmは石質岩片（径16cm以下）に富む 密45cmは石質岩片（径16cm以下）に富む．密
度級化が顕著．

61.75 JMA-SKA01
度級化が顕著．

中粒砂 粗粒砂 褐灰 正級化した軽石 結晶片に富む中粒砂 粗粒砂 (62.30m)：軽石61 97 中粒砂〜粗粒砂 褐灰 正級化した軽石・結晶片に富む中粒砂ー粗粒砂．

軽石火山礫凝 岩片支持で火山灰基質を持つ塊状の火山礫凝灰岩〜凝灰角礫岩

62 66

軽石火山礫凝
灰岩〜凝灰角 水底火砕流堆積物 褐灰

岩片支持で火山灰基質を持つ塊状の火山礫凝灰岩〜凝灰角礫岩．
やや円磨した白色〜桃色軽石を多く含む．軽石径は12cm以下．基質
は結晶片に富む中粒 粗粒砂サイズの火山灰で 弱く固結する62.66 灰岩〜凝灰角

礫岩

水底火砕流堆積物

粗粒砂

褐灰
は結晶片に富む中粒〜粗粒砂サイズの火山灰で，弱く固結する

褐灰 軽石 結晶片に富む粗粒砂62.77 岩片支持で火山灰基質を持つ塊状の火山礫凝
粗粒砂 褐灰 軽石・結晶片に富む粗粒砂．

10082601(63 7 )

岩片支持で火山灰基質を持つ塊状の火山礫凝
灰岩〜凝灰角礫岩．やや円磨した白色〜桃色軽石凝灰角礫 sg-10082601(63.7m):

軽石と基質

灰岩 凝灰角礫岩．やや円磨した白色 桃色
軽石を多く含む．軽石径は12cm以下．基質は結
晶片に富む中粒 粗粒砂サイズの火山灰で

軽石凝灰角礫
岩

火砕流堆積物 褐灰

64 16 JMA-SKA02
軽石と基質

晶片に富む中粒〜粗粒砂サイズの火山灰で，
弱く固結する

岩

64.16
64 47

JMA SKA02
(63.90m)：軽石

弱く固結する．

軽石火山礫凝 火砕流堆積物 褐灰 岩片支持で火山灰基質を持つ塊状の軽石火山礫凝灰岩 径は 北64.47 軽石火山礫凝 火砕流堆積物 褐灰 岩片支持で火山灰基質を持つ塊状の軽石火山礫凝灰岩．径は
3 5cm以下
岩片支持で火山灰基質を持つ塊状の軽石火山

PF01
北
岳

65 軽石凝灰角礫

岩片支持で火山灰基質を持つ塊状の軽石火山
礫凝灰岩〜凝灰角礫岩．石質岩片をやや多く

北
岳
火

65 軽石凝灰角礫
岩

火砕流堆積物
礫凝灰岩 凝灰角礫岩．石質岩片をやや多く
含む．岩片径は12cm以下．基質は結晶片に富
む中粒 粗粒砂 ズ 火山 弱く 結す

褐灰

北
岳
火
山

65 70
岩

火砕流堆積物
む中粒〜粗粒砂サイズの火山灰で，弱く固結す
る

褐灰

北
岳
火
山
噴

スライム
65.70
66 00

る．

北
岳
火
山
噴
出スライム66.00

北
岳
火
山
噴
出
物

北
岳
火
山
噴
出
物

北
岳
火
山
噴
出
物

岩片支持で火山灰基質を持つ塊状の

北
岳
火
山
噴
出
物

岩片支持で火山灰基質を持つ塊状の
凝灰角礫岩 石質岩片に富む 岩片径

北
岳
火
山
噴
出
物

火砕流堆積物凝灰角礫岩 褐灰
凝灰角礫岩．石質岩片に富む．岩片径
は25cm以下．基質は軽石細礫からな

北
岳
火
山
噴
出
物

火砕流堆積物凝灰角礫岩 褐灰 は25cm以下．基質は軽石細礫からな
る．コアの大半は角礫状．全体に温泉

北
岳
火
山
噴
出
物

る．コアの大半は角礫状．全体に温泉
変質を受けている．

北
岳
火
山
噴
出
物

変質を受けている．

北
岳
火
山
噴
出
物

北
岳
火
山
噴
出
物

69.34

北
岳
火
山
噴
出
物

69.34

北
岳
火
山
噴
出
物

中粒砂 暗灰 塊状の中粒砂．未固結．

北
岳
火
山
噴
出
物

70.2370
中粒砂 暗灰 塊状の中粒砂 未固結

北
岳
火
山
噴
出
物

塊状の極粗粒凝灰岩．軽石・結晶質凝灰岩で，
凝灰岩

淡黄

北
岳
火
山
噴
出
物

70 90
塊状の極粗粒凝灰岩．軽石 結晶質凝灰岩で，
安山岩の石質細礫混じり．弱く固結．凝灰岩

淡黄
灰

北
岳
火
山
噴
出
物

70.90
71 24 JMA-SKA03

質 混

軽石火山礫凝 褐灰 逆級化した軽石火山礫凝灰岩．極粗粒砂〜細礫基質．白色

灰

北
岳
火
山
噴
出
物

71.24 JMA SKA03
(71.00m)：軽石

軽石火山礫凝 褐灰 逆級化した軽石火山礫凝灰岩．極粗粒砂 細礫基質．白色
軽石上部に濃周する，軽石は円磨．弱く固結．

淡黄
再堆積した火砕堆

北
岳
火
山
噴
出
物

凝灰岩
淡黄
灰

再堆積 火砕堆
積物（高密度洪水流
も くは高密度タ

塊状の粗粒，軽石・結晶質凝灰岩．弱く
固結

PF02

北
岳
火
山
噴
出
物

72.03
塊状 極粗粒 軽 結晶質凝 岩

凝灰岩
灰もしくは高密度ター

ビダイト）
固結．

淡黄

PF02

北
岳
火
山
噴
出
物

72 52
塊状の極粗粒，軽石・結晶質凝灰岩．
弱く固結

凝灰岩 ビダイト） 淡黄
灰

北
岳
火
山
噴
出
物

72.52 弱く固結．
凝灰岩

72 68 軽石火山礫凝灰 褐灰 軽石火山礫凝灰岩．粗粒砂基質．軽石径2.8cm以下．弱く固結．
灰

北
岳
火
山
噴
出
物

73.00 灰 塊状の中〜粗粒，軽石・結晶質凝灰
72.68 軽石火山礫凝灰 褐灰 軽石火山礫凝灰岩．粗粒砂基質．軽石径2.8cm以下．弱く固結．

凝灰岩

北
岳
火
山
噴
出
物

73.00
73.22

灰 塊状の中 粗粒，軽石 結晶質凝灰
軽石火山礫凝灰 軽石火山礫凝灰岩．粗粒砂基質に白色軽石混じり．弱く固結．褐灰

凝灰岩

北
岳
火
山
噴
出
物

砕流堆積物凝 岩
淘汰の悪い塊状凝灰岩．中粒砂サイズ

基 細礫 良く 結

北
岳
火
山
噴
出
物

火砕流堆積物凝灰岩 の火山灰基質に細礫混じり．良く固結
する

暗灰

北
岳
火
山
噴
出
物

74.22 する． PF03

北
岳
火
山
噴
出
物

軽石火山礫凝
火砕流堆積物 暗灰

結晶片に富む中粒火山灰基質に灰色軽石と安
山岩 質岩片を含む 軽 径は 良く

PF03

北
岳
火
山
噴
出
物

軽石火山礫凝
灰岩

火砕流堆積物 暗灰 山岩石質岩片を含む．軽石径は2cm以下．良く
固結する75

北
岳
火
山
噴
出
物

灰岩 固結する．75

北
岳
火
山
噴
出
物
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一次記載柱状図 火山噴火予知連絡会コア解析グループ次記載柱状図 火山噴火予知連絡会コア解析グル プ

桜島　横山 JMA-V44 No. 4 山元孝広・小林哲夫・斎藤元治桜島　横山 JMA V44 No. 4 山元孝広 小林哲夫 斎藤元治

形 記載
プ

地質 ユ
備考

図 ア
形

度 )

岩種 分 成 名

(m
)

記載

色調 岩相 構成物
サンプルユ

ト
ニット
番号

備考状
図

コ
ア

深
度

(m
)

岩種区分 成因名

標
尺

(

色調 岩相・構成物 ニット 番号柱
状 コ 深 (

標
尺

JMA-SKA04
( 10 ) 軽石軽石火山礫凝 火砕流堆積物 暗灰

結晶片に富む中粒火山灰基質持つ塊状の火山礫凝灰岩．

柱

75 0575

( )

(75.10m)：軽石軽石火山礫凝
灰岩

火砕流堆積物 暗灰
75 60

結晶片に富む中粒火山灰基質持つ塊状の火山礫凝灰岩．
灰色軽石は径4.2cm以下で上部に濃集．良く固結する．

75 0575

sg-10082603(75.3m):
軽石と基質軽石火山礫凝 結晶片に富む中粒火山灰基質持つ塊状の火山礫凝

灰岩75 60

軽石と基質軽石火山礫凝
灰岩

火砕流堆積物 暗灰
結晶片に富む中粒火山灰基質持つ塊状の火山礫凝
灰岩．径2.5cm以下の灰色軽石に富む．基底部は逆
級化 良く固結する76.53

灰岩 級化．良く固結する．

結晶片に富む中粒火山灰基質持 塊結晶片に富む中粒火山灰基質持つ塊
状の火山礫凝灰岩 径2 5 以下の灰軽石火山礫凝 状の火山礫凝灰岩．径2.5cm以下の灰
色軽石に富む 基底部は逆級化 良く

火砕流堆積物 暗灰
軽石火山礫凝

灰岩 色軽石に富む．基底部は逆級化．良く
固結する

火砕流堆積物 暗灰
灰岩

78 23 PF03
固結する．

78.23

78 63

PF03
火砕流堆積物 暗灰 成層した中粒凝灰岩．細粒火山礫，灰色軽石混じり．良く固凝灰岩78.63

JMA SKA05

火砕流堆積物 暗灰 成層した中粒凝灰岩．細粒火山礫，灰色軽石混じり．良く固
結する．凝灰岩

JMA-SKA05
(78 70m)：軽石結晶片に富む中粒火山灰基質持つ塊
sg-10082602(78 8m):

(78.70m)：軽石結晶片に富む中粒火山灰基質持つ塊
状の火山礫凝灰岩 灰色〜暗灰色軽 sg-10082602(78.8m):

軽石と基質
状の火山礫凝灰岩．灰色〜暗灰色軽
石は径4 5cm以下で上部に濃集 下部軽石火山礫凝 軽石と基質

暗灰
石は径4.5cm以下で上部に濃集．下部
は白質の軽石細礫と安山岩石質細礫を

軽石火山礫凝
灰岩

火砕流堆積物
80 は白質の軽石細礫と安山岩石質細礫を

まばらに含む 軽石は若干扁平化し
灰岩80

まばらに含む．軽石は若干扁平化し，
弱溶結？．良く固結する．

80.85
弱溶結？．良く固結する．

80.85
81.33 凝灰岩・火山礫凝灰 火砕流堆積物 暗灰 中粒火山灰と灰色軽石火山礫凝灰岩の互層．良く固結する．

凝灰岩 火砕流堆積物 暗灰
成層した細粒〜中粒火山灰 良く固結

凝灰岩 火砕流堆積物 暗灰
成層した細粒〜中粒火山灰．良く固結
する．

82 58

する．

82.58
軽石細礫岩 暗灰 円磨した白色軽石と安山岩の細礫 良く固結する

82.62
軽石細礫岩 暗灰 円磨した白色軽石と安山岩の細礫．良く固結する．

成層した中粒 粗粒火山灰 良く固結
凝灰岩 火砕流堆積物 暗灰

成層した中粒〜粗粒火山灰．良く固結
する83.55

凝灰岩 火砕流堆積物 暗灰
する．

塊状の火山礫凝灰岩．結晶片に富む中粒〜粗軽石火山礫凝
砕流堆積物 暗灰

塊状の火山礫凝灰岩 結晶片に富む中粒 粗
粒火山灰基質に径1.2cm以下の白色軽石と安
山岩石質細礫を含む 良く固結する

軽石火山礫凝
灰岩

火砕流堆積物
84.50 山岩石質細礫を含む．良く固結する．灰岩

85

石質岩片に富む塊状の火山礫凝灰岩石質岩片に富む塊状の火山礫凝灰岩．
岩片支持で白色軽石細礫混じりの粗粒

緑暗
火砕流堆積物火山礫凝灰岩

岩片支持で白色軽石細礫混じりの粗粒
火山灰基質持つ．石質岩片の岩種は多

緑暗
灰

火砕流堆積物火山礫凝灰岩 火山灰基質持つ．石質岩片の岩種は多
様で，最大径は6.5cm．コアは良く固結

灰
様で，最大径は6.5cm．コアは良く固結
する．する．

89 4389.43

暗灰90 暗灰90

JMA SKA06JMA-SKA06
(91.10m)：軽石PF04 (91.10m)：軽石

白色軽石に富む塊状の火山礫凝灰岩白色軽石に富む塊状の火山礫凝灰岩．
岩片支持で白色軽石細礫混じりの粗粒岩片支持で白色軽石細礫混じりの粗粒
火山灰基質持つ 軽石の最大径は火山灰基質持つ．軽石の最大径は
5 8cm 基質に石質岩片の細礫含む

軽石火山礫凝灰岩 火砕流堆積物
5.8cm．基質に石質岩片の細礫含む．
上位の岩相から漸移する コアは良く固

積

上位の岩相から漸移する．コアは良く固
結する．明灰 結する．

94.80

石質岩片に富む塊状の火山礫凝灰岩 岩片支

94.80

95
火山礫凝灰岩 火砕流堆積物

緑暗 石質岩片に富む塊状の火山礫凝灰岩．岩片支
持で白色軽石細礫混じりの粗粒火山灰基質持

95
火山礫凝灰岩 火砕流堆積物

緑暗
灰

持で白色軽石細礫混じりの粗粒火山灰基質持
つ．コアは部分的に角礫状で，基質が抜ける．つ．コアは部分的に角礫状で，基質が抜ける．

95.90

石質岩片・軽石の両方に富む塊状の火

火山礫凝灰岩 火砕流堆積物

石質岩片 軽石の両方に富む塊状の火
山礫凝灰岩．岩片支持で粗粒火山灰基緑暗

火山礫凝灰岩 火砕流堆積物
山礫凝灰岩．岩片支持で粗粒火山灰基
質持つ．岩片の最大径は4.0cm．コアは

緑暗
灰

97 30

質持 岩片 最大径 ア
良く固結する．

灰

97.30

スライム97 65 スライム97.65

石質岩片に富む塊状の火山礫凝灰
火山礫凝灰岩 火砕流堆積物 暗灰

98 64

石質岩片に富む塊状の火山礫凝灰
岩？．コアは角礫状で，基質が抜ける．

火山礫凝灰岩 火砕流堆積物 暗灰
98.64

JMA-SKA07

岩 アは角礫状で，基質が抜ける

JMA-SKA07
(98.85m)：軽石白色軽石に富む塊状の火山礫凝灰岩
sg-10082604(99.2m):
(98.85m)：軽石白色軽石に富む塊状の火山礫凝灰岩．

岩片支持で白色軽石細礫混じりの粗粒 g ( )
軽石と基質

軽石火山礫凝灰岩 火砕流堆積物 明灰
岩片支持で白色軽石細礫混じりの粗粒
火山灰基質持つ 軽石の最大径は軽石火山礫凝灰岩 火砕流堆積物 明灰 火山灰基質持つ．軽石の最大径は
6.0cm．基質に石質岩片の細礫含む．コ100 6.0cm．基質に石質岩片の細礫含む．コ
アは弱く固結する．

100

100.60 JMA-SKA08

アは弱く固結する．

JMA SKA08
(100.4m)：軽石( ) 軽石
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次記載柱状図 火山噴火予知連絡会 ア解析グル プ一次記載柱状図 火山噴火予知連絡会コア解析グループ

桜島 俣あみだ川 山元孝広 小林哲夫桜島　二俣あみだ川 JMA-V45 No. 1 山元孝広・小林哲夫

記載 地質 ユm
)

形 記載
備考成因名

地質
ユ

ユ
ニット サンプル尺

(m ア
形

度 m
)

岩種区分状
図

色調 岩相・構成物
備考成因名 ユ

ニット
ニット
番号

サンプル

標
尺 コ
ア

深
度

(m 岩種区分
柱

状

色調 岩相・構成物 ニット 番号標

0

柱

砂質土壌 暗灰 砂質土壌0 0.13
砂礫

砂質土壌

土石流堆積物 暗褐
暗灰 砂質土壌

基質支持で淘汰の悪い砂礫．中粒砂の基質に岩片

高密度洪水流堆積

砂礫
0.55

土石流堆積物 暗褐 基質支持で淘汰の悪い砂礫．中粒砂の基質に岩片
や軽石礫含む．

1.05
高密度洪水流堆積

物
粗く成層した中粒〜粗粒砂．砂 暗灰1.05

1 50 大正軽石黄灰 淘汰の良い軽石火山礫 最大径2cm 基質欠く軽石火山礫 降下火砕堆積物
物

1.50 大正軽石黄灰 淘汰の良い軽石火山礫．最大径2cm．基質欠く

1 65 砂質土壌 暗灰 砂質土壌 軽石火山礫混じり

軽石火山礫 降下火砕堆積物

軽石火山礫 降下火砕堆積物 黄灰 淘汰の良い軽石火山礫．最大径4cm．
1.65 砂質土壌 暗灰 砂質土壌．軽石火山礫混じり．

2.21
軽石火山礫 降下火砕堆積物 黄灰 淘汰の良い軽石火山礫．最大径4cm．

基質欠く

降下火砕堆積物 茶褐
やや淘汰の良い軽石火山礫．最大径

粗 基 持
軽石火山礫

2.91
降下火砕堆積物 茶褐

3.8cm．粗粒火山灰の基質持つ．
軽石火山礫

軽石火山礫 降下火砕堆積物 黄灰
淘汰の良い軽石火山礫．最大径

3 60
軽石火山礫 降下火砕堆積物 黄灰

淘汰の良い軽石火山礫．最大径
6.4cm．基質欠く3.60

3 70
火砕流堆積物 暗褐軽石細礫混じり

質
径1cm以下の軽石含む中粒火山灰．基質支持

3.70

溶結火山礫凝 暗褐
中〜弱溶結した火山礫凝灰岩〜凝灰5 溶結火山礫凝

灰岩 凝灰角
暗褐

茶火砕流堆積物

中〜弱溶結した火山礫凝灰岩〜凝灰
角礫岩．溶結の程度には不均質で，細

5

灰岩〜凝灰角
礫岩

〜茶
褐

火砕流堆積物
角礫岩．溶結の程度には不均質で，細
粒火山礫〜火山灰に富む非溶結部を

礫岩 褐
粒火山礫 火山灰に富む非溶結部を
薄く挟む．コアの連続性悪い．薄く挟む アの連続性悪

7 057.05

軽石火山礫〜
降下火砕堆積物 黄灰

淘汰の良い軽石火山礫〜火山岩塊．最

7 95

軽石火山礫
火山岩塊

降下火砕堆積物 黄灰
淘汰の良い軽石火山礫 火山岩塊．最
大径12cm．基質欠く

7.95

弱溶結した軽石火山礫〜火山岩塊 基

火山岩塊 大径12cm．基質欠く

溶結軽石火山礫〜
8.53 暗褐 弱溶結した軽石火山礫〜火山岩塊．基

質欠く
溶結軽石火山礫〜

火山岩塊 降下火砕堆積物8.53 質欠く火山岩塊

黄灰
淘汰の良い軽石火山礫〜火山岩塊．最

降下火砕堆積物
黄灰
〜茶

軽石火山礫〜
淘汰の良い軽石火山礫 火山岩塊 最
大径11cm．粗粒の軽石は上部に多く，

降下火砕堆積物 〜茶
褐

火山岩塊 9m以深では，径4cm以下の軽石からな
る 基質欠く10 文褐
る．基質欠く10 文

明

10 75

文
明
軽10.75

文
明
軽
石

基質支持で塊状の火山礫凝灰岩 中粒
軽 火山礫凝

文
明
軽
石

基質支持で塊状の火山礫凝灰岩．中粒
〜粗粒火山灰基質に径3cm以下の軽

軽石火山礫凝
灰岩

火砕流堆積物 茶褐

文
明
軽
石

〜粗粒火山灰基質に径3cm以下の軽
石を含む．コアは弱く固結する．

灰岩
火砕流堆積物 茶褐

文
明
軽
石

12.07
石を含む．コアは弱く固結する．

文
明
軽
石

軽石火山礫凝
灰岩

火砕流堆積物 茶褐
角礫状のコア．径8cm以下の軽石と中
粒 粗粒火山灰からなる

文
明
軽
石

12.74 灰岩
火砕流堆積物 茶褐

粒〜粗粒火山灰からなる．

文
明
軽
石

溶結 礫凝 岩 本

文
明
軽
石

茶褐
中弱溶結した火山礫凝灰岩．本質レン
ズは暗褐色レ ズをなし タキシ溶結火山礫凝

文
明
軽
石

火砕流堆積物
茶褐
〜暗

ズは暗褐色レンズをなし，ユータキシ
テ ク構造が明瞭 アは良く固結す

溶結火山礫凝
灰岩

文
明
軽
石

火砕流堆積物 暗
褐

ティック構造が明瞭．コアは良く固結す
る

灰岩

文
明
軽
石

14 49

褐
る．

文
明
軽
石

14.49
基質支持で塊状の火山礫凝灰岩 中粒 粗粒火山軽 火山礫凝

文
明
軽
石

暗褐
基質支持で塊状の火山礫凝灰岩．中粒〜粗粒火山
灰基質に径4.8cm以下の軽石を含む．コアは弱く固結

軽石火山礫凝
灰岩

火砕流堆積物
15

文
明
軽
石

暗褐 灰基質に径4.8cm以下の軽石を含む．コアは弱く固結
する．灰岩

火砕流堆積物
15.2015

文
明
軽
石

文
明
軽
石

文
明
軽
石

文
明
軽
石

淘汰の良い軽石火山礫〜火山岩塊 深

文
明
軽
石

軽石火山礫〜
黄灰

淘汰の良い軽石火山礫〜火山岩塊．深
度17 46-18 00mに軽石火山岩塊 深度

文
明
軽
石

軽石火山礫〜
火山岩塊

降下火砕堆積物
黄灰
〜暗
褐

度17.46-18.00mに軽石火山岩塊，深度
16 03-16 24mに石質岩片 基質欠く コ

文
明
軽
石

火山岩塊
褐

16.03-16.24mに石質岩片．基質欠く．コ
アの連続性悪い

文
明
軽
石

アの連続性悪い．

文
明
軽
石

文
明
軽
石

文
明
軽
石

18.56

文
明
軽
石

18.89 砂質土壌 暗灰 径2cm以下の軽石含む中粒火山灰．基質
支持

文
明
軽
石

支持

文
明
軽
石

文
明
軽
石

文
明
軽
石

20

文
明
軽
石

文
明
軽
石

南
不明瞭な成層構造を持つ細粒 中粒

文
明
軽
石

南
岳不明瞭な成層構造を持つ細粒〜中粒

火山灰 コアは弱く固結する 深度

文
明
軽
石

南
岳
火火山灰 降下火砕堆積物 灰

火山灰．コアは弱く固結する．深度
22 52mに最大径2 5cmの軽石火山礫の

文
明
軽
石

南
岳
火
山

火山灰 降下火砕堆積物 灰
22.52mに最大径2.5cmの軽石火山礫の
薄層あり

文
明
軽
石

南
岳
火
山
砂薄層あり．

文
明
軽
石

南
岳
火
山
砂
層

文
明
軽
石

南
岳
火
山
砂
層

文
明
軽
石

南
岳
火
山
砂
層

文
明
軽
石

南
岳
火
山
砂
層

文
明
軽
石

南
岳
火
山
砂
層

23.62

文
明
軽
石

南
岳
火
山
砂
層

23.62

文
明
軽
石

南
岳
火
山
砂
層

文
明
軽
石

南
岳
火
山
砂
層

文
明
軽
石

南
岳
火
山
砂
層

25

文
明
軽
石

南
岳
火
山
砂
層

25

文
明
軽
石

南
岳
火
山
砂
層

文
明
軽
石

南
岳
火
山
砂
層

図186. 一次記載柱状図(桜島二俣あみだ川).
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次記載柱状図 火山噴火予知連絡会コア解析グル プ一次記載柱状図 火山噴火予知連絡会コア解析グループ

桜島 二俣あみだ川 JMA V45 N  2 山元孝広 小林哲夫桜島　二俣あみだ川 JMA-V45 No. 2 山元孝広・小林哲夫
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形
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備考サンプル

柱
状 コ
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深 (m 岩種区分 成因名 ユ
ニット

ニット
番号標

尺

色調 岩相 構成物

25

柱 ニット 番号標

25

基 持 塊 礫 結
軽石火山礫凝

基質支持で塊状の火山礫凝灰岩．結晶
片に富む中粒 粗粒火山灰基質に径 武軽石火山礫凝

灰岩
火砕流堆積物 黄灰

片に富む中粒〜粗粒火山灰基質に径
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次記載柱状図 火山噴火予知連絡会コア解析グル プ一次記載柱状図 火山噴火予知連絡会コア解析グループ

桜島 二俣あみだ川 JMA V45 N  3 山元孝広 小林哲夫桜島　二俣あみだ川 JMA-V45 No. 3 山元孝広・小林哲夫
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一次記載柱状図 火山噴火予知連絡会コア解析グループ次記載柱状図 火山噴火予知連絡会コア解析グル プ

桜島　二俣あみだ川 JMA-V45 No. 4 山元孝広・小林哲夫桜島　二俣あみだ川 JMA V45 No. 4 山元孝広 小林哲夫
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図187．検層結果（桜島黒神瀬戸）．
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図188．検層結果（桜島横山）．
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図189．検層結果（桜島二俣あみだ川）．
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口永良部島のボーリングコア 

1. コア掘削概要 

(1) 掘削地点 緯度・経度・標高： 北緯30°27'39.8''，東経130°13'53.5''，標高232.0m 

住    所： 鹿児島県屋久島町口永良部島 

気象庁観測点名称： 口永良部島新岳北東山麓 

(2) 掘削深度 100.2m（標高232.0m～131.8m） 

(3) 掘削期間 2009年12月11日から2010年1月9日まで 

 

2. 一次記載概要 

(1) 記載者 下司信夫（産総研）・小林哲夫（鹿児島大学） 

(2) 記載日 2010 年8 月2日～5日 

 

3. 一次記載結果 

地表面から0.70mまでは，埋土と思われる礫混じり泥層からなる．0.7mから1.40mまでは，古岳

及び新岳の降下火砕物及び再堆積物の火山砂及び火山灰からなる．1.40mから3.30ｍまでは、鬼界

―幸屋火砕流堆積物およびその再堆積物からなる．3.30～4.00mは、風化火山灰（ローム）からな

る．4.00～6.00ｍは古期古岳から噴出した古岳メガ崎降下スコリア層からなる．20cmの風化火山

灰を挟み、6.20m～38.4mまでは、野池寝待火砕流堆積物の軽石流堆積物からなる．38.4m以深は

孔底まで一枚の溶岩流からなる．火砕流堆積物と溶岩流の境界を挟む30m～55mの区間は著しく

熱水変質を被っており、硫黄・オパール等が析出した変質脈が多数発達する．特に、36.2～38.5m、

43.3～45.0mの区間は、白色粘土化しており原岩構造は不明である．なお，火山体・噴出物の名称

は下司・小林(2005)による． 

 

4. 今回の掘削により得られた知見 

今回の掘削で野池火山北面における寝待火砕流堆積物の層厚が30m以上であることが明らかに

なった．また、寝待火砕流堆積物とその下位の溶岩の境界部付近に顕著な熱水変質帯が発達する

ことが明らかになった． 

 

 

5. 今後の予定 

(1) 分析 未定 

(2) 学会発表等 未定 

(3) 産総研試料番号 JMA-V46 

 

引用文献 

下司信夫・小林哲夫 (2005) 火山地質図 12 口永良部島火山地質図．産業技術総合研究所地質

調査総合センター刊． 
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図190．掘削地点（口永良部島）． 

(a)概況図（国土地理院 20 万分の 1 地勢図を

もとに作成），(b)詳細図（国土地理院「ウォ

ッちず12500」をもとに作成）．○が掘削地点

を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 191．ボーリングコアの柱状図概要（口永

良部島新岳北東山麓）． 
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図192. 一次記載柱状図(口永良部島新岳北東山麓). 
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図193．検層結果（口永良部島新岳北東山麓）．
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諏訪之瀬島のボーリングコア 

1. コア掘削概要 

(1) 掘削地点 緯度・経度・標高： 北緯29°37'31.8''，東経129°42'05.8''，標高313.2m 

住    所： 鹿児島県鹿児島郡十島村大字諏訪之瀬島 

気象庁観測点名称： 諏訪之瀬島ナベタオ 

(2) 掘削深度 100.0m（標高313.2m～213.2m） 

(3) 掘削期間 2010年1月10日から2010年2月3日まで 

 

2. 一次記載概要 

(1) 記載者 下司信夫（産総研）・嶋野岳人（富士常葉大）・小林哲夫（鹿児島大学） 

(2) 記載日 2010 年6 月25日 

 

3. 一次記載結果 

地表面から1.50mまでは，文化噴火以降の降下火砕物及び流水堆積物からなる．1.50mから

9.00mまでは，黒色スコリア塊を多量に含む火山礫・火山砂層からなり，文化噴火噴出物のスコ

リア流堆積物（嶋野・小屋口，2001の“含火山弾流れ堆積物”の一部に相当），及び降下スコリ

ア堆積物と考えられる．本層準には最大径20cmの黒色スコリア塊が含まれる．スコリア塊の全岩

SiO2量は約56 wt%である．9.50mから11.8mまでは，文化噴火以前の二次堆積物と考えられる火山

角礫層及び火山砂層からなる． 11.80m以深は100.0mの孔底までは一枚の安山岩塊状溶岩からな

る．溶岩の平均化学組成は，全岩SiO2＝61.0 wt%である． 

 

4. 今回の掘削により得られた知見 

今回の掘削では，ナベタオ火山（嶋野・小屋口，2001）山頂部に厚さ約90m以上の1枚の安山

岩溶岩が発達することが明らかになった．この溶岩は，諏訪之瀬島山頂部の他の溶岩に比べて厚

さが厚く，凹地に流入したためと考えられる． 

 

5. 今後の予定 

(1) 分析 溶岩および火砕物の全岩化学分析を行う． 

(2) 学会発表等 未定 

(3) 産総研試料番号 JMA-V47 

 

引用文献 

嶋野岳人・小屋口剛博 (2001) 諏訪之瀬島1813年噴火（文化噴火）の噴火推移とマグマの脱ガ

ス過程．火山，46，53-70． 
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図194．掘削地点（諏訪之瀬島）． 

(a)概況図（国土地理院 20 万分の 1 地勢図を

もとに作成），(b)詳細図（国土地理院「ウォ

ッちず12500」をもとに作成）．○が掘削地点

を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 195．ボーリングコアの柱状図概要（諏訪

之瀬島ナベタオ）． 
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図196. 一次記載柱状図(諏訪之瀬島ナベタオ).
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図197．検層結果（諏訪之瀬島ナベタオ）．
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